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	目次(案)は編集責任者が作成し，編集出版委員会で配布して承認を受ける．
	編集責任者が製作会社へ引き渡すデジタルデータは以下の3 つである．
	 編集後記
	この段階では，全体の入稿の流れを見ながら，遅れや間違いが生じた時に即刻対応することが重要な仕事である．
	2 回目の校正時には目次のチェックを念入りに行い，原稿の抜け，原稿種別の誤り，表題・著者の誤植などをチェックする．原稿のヘッダーには特に注意する．

